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平

城

宮

跡

第
6
・

7

次

発

掘

調

査

概

要

特
別
史
跡
「
平
城
宮
跡」

の
昭
和
初
年
度
に
実
施
し
た
発
掘

調
査
は

、
第
6
・

7
・
8
次

の
3
回
に

わ
た
り
、

発
掘
総
面
積
は
河
ア
l

ル
で
あ
る。
第
6
次

の
発

掘
調
査
は

、
固
有

地
北

端
に
あ
る
発
掘

調
査
事
務
所

西
方

の
倉
庫

建
設
予
定

地
8

ア
ー

ル
と

、
通
称一

条
通

の
北
側
で

、
第
5
次
発
掘

調
査
地
域
の

西
南
に
接
す

る

平
減
宮

中
軸

線
に
沿
っ
た

南
北

に
細
長

い
水
田

5
ア
ー

ル
の
2
つ

の
地
域
に
つ

い

て
、

昭
和
初
年
4
月
3
日

よ
り
7
月
日
日
に

わ
た
っ

て
実
施
し
た 。
第
7
次
発
掘

調
査
は
7
月
ロ
日
か
ら
昭
和
訂
年

2
月
刊
日
に
か
け
て 、
通
称一

条
通

の
北
側
で、

第
6
次

の
調
査
地
域
に

東
接
し
た

東
西
に

細
長

い
地
域
泣
ア
l

ル
と

、
民
家

建
設

の
た

め
に

現
状
変
更
許
可
申
請

が
出
さ

れ
た
第
5
次
発
掘

調
査
地
域
の
北
側
に
道

路
を
へ
だ

て
て
隣
接
す

る
地
域
5
ア
ー

ル
に
お

い
て
実
施
し
た 。
第
8
次
発
掘

調

査
は
第
7
次

調
査
地
域
の
北
に
接
し
た

東
西

に
細
長

い
地
域
部
ア
l

ル
に
お

い
て

、

昭
和
訂
年

2
月
刊
日
に
着
手
し
、

3
月
白
日

現
在
発
掘
を
続
行
し

て
い
る。

こ
こ

で
は

、
発
掘

調
査
の
終
了
し
た
第
6
・
7
次
に
つ

い
て

、
第
6
次
に
発
掘
し
た
固

有
地
北

端
の
第

2
次

内
裏
推
定

地
域
と
第
6
・
7
次
に
発
掘
し
た一

条
通
北
側

の

官
街

地
域
と
に
わ
け

て
、

そ
の
概
要
を
報
告
す

る。

1 

内
裏
遺
跡
の
調
査
(
第
6
次
)

固
有

地
内
の
倉
庫

建
設
予
定

地
か
ら
は

、
掘
立
柱

の
回
廊
1

棟・
柵

2
条・
柱

建

造

物

研

究

室
・

建

築

歴

研

究

室
・

考

古

史

列
4

条
の

7
遺
構
を
検
出
し
た 。

ω
(VN
h
回
廊

は、
単
廊

の
東

回
廊

と
複
廊

の
北

回
廊
か
ら

な
り
、

初
年
度
年
報
で
報
告
し
た

ω回
広島

建
物
の

西
方

に
東
北
隅

が
あ

る。
北
回
廊

は
H
問

、
東

回
廊

は
日

間
分
を
発
掘
し
た 。
北
回
廊

は
東
端
よ

り
日

間
目

が
ほ
ぼ
大
極
肢

の
南
北

中
心
線
上

に
あ
た
り
、

左
右
対
称

と
み

る
と
全
長
は

お
聞

と
推
定
さ

れ
る。
柱

間
寸
法
は
桁
行
梁
行

と
も 、

い
ず

れ
も
天
平
尺

の
日
尺

(
以
下
寸
尺
は
天
平
尺
で
記
す

)
で
あ
る。

ま
た

、
北
回
廊
北
側

と
東

回
廊

の
東

西
に
側
柱
列

よ
り

5
尺
離

れ
て

、
幅

約
1

尺
の
浅

い
雨
落

溝
が
あ
る。
北
回
廊

の

中
央

と
北
側

の
柱
列

は
、

各
々
∞
∞
忌品

の
南
側
・

南
入
側
柱
列

の
西
延
長
線
上

に
あ
る。

2
条
の
柵

の
う
ち 、

ω
kFN日∞

は
柱

間
各
日
尺
で

東
回
廊

の
西

側
柱
列

の
北

延
長

線
上

に
あ

り 、
回
廊

に
取
り
つ

く
柵
で
あ
ろ
う 。

ω
〉N
g
は
柱

間
各
叩
尺
で

東
回

廊
の
す
ぐ

西
側

に
並
ぶ

南
北
方
向

の
柵
で

、
柱
穴

の
重
複
状
況
か
ら
す

る
と
回
廊

よ
り

時
期
が
お

く
れ
る。

ま
た

、
東

回
廊

南
端付

近の
南
北
に
3
個
並
ん
だ
柱
列

ω
凶
ピ∞
(
柱

間
各
叩
尺)
も
、

回
廊

よ
り

時
期
の
く
だ

る
遺
構
で

、
お
そ
ら

く
東

に
の
び
る
建
物
の

西
妻
部
分

と
思

わ
れ
る。
な
お

、
東

西
方
向

に
3
個
並
ぶ
柱
列

が
、

北
回
廊

の
北
側

に
1
組(

ω
凶NmO〉

、
南
側
に

2
組(

ω
凶N
日・

ω
凶
自
己

発
見
さ

れ
た

が
い
ず

れ
も
全
体

の
規
模

や
性
格
を
知

る
こ

と
が
で
き

な
か
っ
た 。

こ
の

ほ
か
に

、
東

西
に
の
び
る
濠
状
遺
構

が
あ
る。
濠
状
遺
構

は
北
回
廊

南
側
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柱
列

付

近を
北
縁
と

し
て、

ほ
ぼ
北
回
廊

に
そ
っ

て
東

西
に

延

び
て
お
り
、

急
斜
面

の
南
縁

と
緩
斜
面

の

北
縁

と
を
も
っ
た
幅

約
口
m

の
も

の
で

あ

る。
こ

れ
は

円
筒
埴

輪
片

や
直

径
四
J

m

m
の
古
墳
葺
石
同僚

の

玉
石
を
多
量
に
包
含

し
た
土

で
埋

め
立

て

ら
れ
て
お
り
、

回
廊

そ
の
他

の
位
穴
は
こ

の
埋
没

土
に
掘

ら
れ

て
い
る。

こ
の
様
状

遺
構

の
延
長
を
電
気

探
査
に

よ
っ
て
追
跡

し
た
と

こ
ろ

、
西
は

固
有

地
の

西
部
で
ほ

ぼ
直
角
に
北
へ
折

れ

曲
り
、

東
延
長

は
多

少
轡
曲
し
な

が
ら
国

有
地

東
端
ま
で
続
く
も
の
と
推
察

さ
れ
た。

さ
ら
に 、

こ
の
濠
状
遺
構

の
北

約
日

m
で 、
方

約
m
m
の
浅

い
掘
り

か
た

に
するえ
た
直
径

約
叩
m
の

円
筒
埴
輪

の
基
部

を
検
出
し
た 。
こ

の
埴
輪
残
存
状
況

や
濠
状
遺
構

と
そ

の
埋
没
状
態
か

ら
み

て、

こ
れ
ら
の
遺
構

は、
平
城
宮

造
営
以
前
こ

の
地
に
存

在
し
た
古
墳

と
関
連

の
あ
る

も
の
と
推
察

さ
れ
る。

発
見
遺
構

は
以
上

の
よ

う
で

あ
る
が

、
掘
立

柱
の

回
廊

は
柱
通
り
を
そ
ろ
え
た

配
置
関
係
か

ら
み

る
と、
第
3
次

調
査

で
発
見
し

た
ω

∞
EN・

ω
切戸町

ω・
ω

切】
宮

等
の

3
棟
の
建

物
と、
同

時
に

造
営
さ
れ
た
も

の
で

あ
ろ
う 。
ま

た
東

回
廊

西
側、

雨
落

溝
の
南

へ
の
延
長

は

大
正
日
年

の

調
査
で
発
見

さ
れ
た

南
築

地
回
廊
か

ら

北
へ
分
岐
す

る
凝
灰
岩
雨

落
溝
に
一
致

す
る

こ
と
か

ら
み

て
、

今

回
検
出
し
た

掘
立

柱
回
廊

は
内
裏

の
内

郭
を

め
ぐ

る

第2図 第6次発掘地全景
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築
地
回
廊
に

と
り

っ
き

、
両
者

が
同

時
に
存
在
し

て
い
た

と
考
え

る
の
が
正
し

い

で
あ
ろ
う 。
そ

こ
で
掘
立
柱
回
廊

が
第

2
次
朝
堂
院

中
軸
線
の
延
長
に
対
し

東
西

対
称
で

あ
る
と
す

る
と

、
北
と
東

西
を

こ
の

回
廊
で

、
南
を
築

地
回
廊
で
限

ら
れ

た
地
域
は
ほ
X

内
法

約
おO

尺
の
正
方
形

と
な
る。
こ
の
一
郭

が
内
裏

の
何
で

あ

る
か

は
、

後
の
紫{辰
般
に

あ
た

る
内
裏

中
心

建
物
の
位
置

の
解
明

と
関
連
し

て
、

今
後
に
残
さ

れ
た
興
味

あ
る
問
題
で

あ
る。

2 

宮
街
遺
跡
の
調
査
(
第
6
・

7
次
)

第3図 官街遺跡(第6・7次〉実現l図

通
称一

条
通

の
北
側
で
ほ
ぼ
平
城
宮

中
軸
線
よ

り
東

に
あ
た

る
第
6
・
7

次
調

査
地
域
か

ら
、

掘
立
柱

が
建
物
幻

棟
、

門
1
棟

、
柵
4

条
、

溝
4

条
、

井
戸

2
所

や
廃
棄

物
処
理

の
た
め
の
土

旗
な

ど
を
検
出
し
た 。

こ
れ
ら
の
遺
構
は
層
位

と
掘

立
柱

の
柱
穴

の
重
複
状
態
か

ら
先
後
を
判
定
し
、

さ
ら
に
規
模

や
配
置
関
係
を
考

慮
し

て
6

期
に

わ
た
っ

て
造
営

さ
れ
た

も
の
と
推
定
さ

れ
た 。
以
下

、
造
営
期

ご

と
に
遺
構
を
ま

と
め

、
部
年
度
年
報
で
報
告
し
た
第
4
・

5
次
発
掘

調
査
の
成
果

と
対
比
し

な
が
ら
順
を
お
っ

て
述
べ

る。
ハ
〔
・
〕
は
第
5
次

調
査
に
お
け

る
期

別
を

あ
ら
わ
す 。
)

工
期
〔
E〕
今
回

の
調
査
地
域
に
建
物、
か

造
営

さ
れ
た
最
初

の
時
期

で
、

調
査

地
域

西
半
に
厚
さ

約
5
m
の
土

盛
り
を
行
っ
た
後

、
2
棟
の
建
物
と
1
棟
の

門
を

造
営

し
て

い
る。
ω

切NCm
は

第
5
次

調
査

で
北
半
を
検
出
し
た
7

間
×

2
間(
柱

間
各
叩

尺)
の
南
北
棟
建
物で 、
今
回

南
妻
を
確
認
し
た 。

ω
回

ω弓
は

7
間
×
4

間
(
柱

間
各
叩

尺
)

の
東

西
棟
建
物で 、
主
要
部
は

調
査
地
域
の
北
に
あ

り
、

南

側
柱
列

の
み
を
検
出
し
た 。

ω
切N
S

は
南
北
に

な
ら
ぶ

2
個

の
掘
立
柱
で
門(
柱

間
日

尺)
と
推
定
さ

れ
る。
な

お
、

調
査
地
域
の
東
端
の
地
山
面

が
低
下
し
た

地



区
は

、
こ

の
時
期

に
は
い
ま
だ

土
盛
り

が
行

わ
れ

て
い

な
い 。

E
ー
1

期〔
町〕

第
I
期

の
遺
構
を
お
っ

て
こ
の
地
域一
帯
に
広

く
盛

土
を

行
い

、
そ

の
盛
土
上

に
行

わ
れ

た
造
営

を
一
括
し

て
第
E

期
と
す

る。
第
E

期
の

遺
構
は

柱
穴

の
重
複
状
況

や
、

遺
構
相
互

の
配
置
関
係

に
よ

っ
て、

3
小

期
に
区

分
さ
れ

るO
E
-
-

期
に
は
ω

切NOO
建
物、
ω

ロ
ロ0・

ω
ロ
呂町・

ω
ロN
む
様 、

平
城
宮
第
6
・
7
次
発
掘
調
査
概
要

ω
り
N
主
石
敷
及
び
ω
何
ω
芯・
ω
開
ω
戸
井
戸 、
が
造
営
さ
れ
た

。
ω
何
M
g
は
7
間
×

4
間(
柱
間
各
叩
尺)
の
4

面
に
腐
の
あ
る
東
西
棟
建
物
で
あ
る
。

ω
り
H
ωO
は
第
2

・
4
次

調
査
で
検
出
し

た
東

西
に

延
び
る
石
敷

溝
の
東
延
長
部
分
で
あ
る
が

、
調

査
地
域
の
東
部
で

は
石
敷

が
切
れ

て一
段
低

く
な

り
、

そ
こ
に
ヒ
ノ
キ
材

の
樋
を

埋
め

こ
ん

で
お
り 、

こ
の
部
分

は
暗
渠
で
あ
っ

た
ろ
う 。

ω
UN
お

の
溝
は

石
敷

が

み
ら
れ

な
い
が
ω
り
50

の
延
長

上
に
あ

り 、
ま

た
ω

ロN
主

の
石
敷

は
ω

ロN
お
を
お
お

い、
南
へ
張
り

出
し

て
い
る
が

、
石
敷

の
手
法

が

類
似
す

る
か

ら
あ

ま
り

時
間
の
へ

だ
た
ら
な
い

も
の
と
考
え

た。
ω

ロ
呂町

は
調
査
地
域
の

西
南
部
で

始
ま
り 、

西
へ
流
れ

る
幅

約
2
m

の
溝
で
あ
る。
約
。
m

の
間
隔
を

お
い
て
東

西
に

並
ぶ

2
カ
所

の
井

戸
の

う
ち 、

西
の
ω

何
日同

は
深
さ

約
4
m

で一
辺

約
7
m

の
隅
丸
方

形
の
掘
り

か
た
の
底

に
井
戸
枠
を

組
ん

で
い
た。
井
戸
枠

は
長
さ

約

M
m 、

幅
約
m
m

、
厚
さ

約
9
m

の
材
を

内
法
N・Mmn
B

の
せ

い
ろ

型
に
組
ん
だ
も

の
で

、
下

2
段
分

が
残
っ

て
い
た。
井
戸
底

の
磯
敷

E 
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面
上
か

ら
土
器
・

木
製
品

と
と
も
に
万
年
通
宝・
神
功
開
宝

各
3
点

を
発
見

し
た

。

東
の
ω

何日
芯

は
東

西
約

6
m

、
南
北
約
5
m

、
深

さ
約

4
m

の
掘
り
か

た
に
井

戸
枠

を
組
上
げ

た
と
思

わ
れ
る
が
枠
材
は
遺
存
し

な
か
っ

た
。

E
l

2
期〔

V〕

こ
の
時
期
に

は
4

棟
の
建
物
が
造
ら
れ
た

。
建
物
の
規
模

が

大
き

く
、

ま
た
数

も
増
え

て
、

整
然

と
配
置

さ
れ
て
い
る
点

が
、

こ
の
期
の
特
色

で
あ
る

。
ω

切NOH
は
さ

き
の
ω

切NOO
建
物
と
重
複

し
た
位
置

に
あ

り
、

南
北
に

腐
が
つ

き
、

南
側

に
は

さ
ら
に
孫
腐

の
つ
い
た
7
間
×

5
間
(

柱
間
叩

尺
、

孫
腐

梁
間
日

尺)
の
東

西
棟
の
建

物
、

ω
切N
S
は
7
間

x
2
間
(
柱
間
各
叩

尺
)
の
南

北
棟
の
建
物

、
ω

∞
N
S
は
桁
行
7
間(
柱
間
各
約

叩
尺)
で

、
梁

間
3

間
ハ

柱
間

各
8

尺
)
の
南
北
棟
の
建

物
、

ω
∞M
S

はN
S

と
東
側

柱
列

を
そ

ろ
え
梁

間
2
間

(
柱
間
各
叩

尺
)
の
南
北
棟
の
建
物
で

、
主
要
部

は
調
査
地
域
の
北
に
あ
る

。

E
ー
3

期〔
明日〕

5
棟
の
建
物
が
造
ら
れ
た
時
期
で、
2
期
に
く
ら
べ

棟
数

は

増
え

る
が、
個
々

の
建
物
の
規
模
は
縮
少

し
柱

穴
は
浅

く
な
っ

て
い
る

。
ω

∞
N吋

ω

は
南
腐

(
梁

間
口

尺
)
の
あ
る
5
間
(
柱
間
各
9
尺
)

×
3

間(
身
舎
梁

間
羽

尺)

の
東

西
棟
の
建
物

、
ω

∞ω
訟

は
東
腐

(
梁

間
口

尺
)
の
あ
る
5
間

X
3

間(
柱
間

各
約

3
m)

の
南
北
棟
の
建
物

、
ω

回
出品
は
5
間
×

2
間
(
柱
間
各
7
尺
)
の
東

西
棟
の
建
物

、
ω

∞
ωNH
は
7
間
(
柱
間
各

6
尺
)

X
2
間
(
柱
間
各
7
尺)
の
東

西
棟

の
建
物

、
ω

∞
ωミ
は
北
側

柱
列

を
ω

∞
出品
建
物
と
そ

ろ
え

、
南
と
東
に

腐

の
あ
る

6
間
×
3

間
(
身
舎

柱
間
各

8
尺

、
南
腐

柱
間
ロ

尺
、

東
賠

柱
間
9
尺
)

の
東

西
棟
の
建
物
で

あ
る

。
ω

∞
ωミ
建
物
の
身
舎

に
は

、
西
よ

り
3

間
自

に
扉

の
方
立

柱
と
み

ら
れ
る
2
個

の
小

柱
穴

が
あ
っ

て
東

西
2
室

に
仕

切
ら
れ
て
い
た

と
考
え

ら
れ
る

。

班
期(
班〕

E
|
3

期
の
建
物
群
廃
絶
後

に
、

調
査
地
域
全

域
に

土
盛

り
が
行

い 下ωる距柱，とる南間 (線域るり南南棟土る端在わ
木を 開 。離間 ωよ北( 柱上のJ以 辺北の盛の付 でれ
枠 ふ出こ は各 〉 棟柱 聞に西 吋をに 建に み はた

を せ】の 、10ω条の間 各あ 端忠溝東延物と で近東ら
方く・5時 白 尺 史 編 建 各7.8つの怠が西びともあ 巳 部し
形た 当期iD)い 4.5尺て 宮 は造にた 、なる むおい
せめ 相 に 自 の ず ω物尺 ) 、域調営走柵2つ 。めよが

い に 型第を間 れとで '-./ X 5中査さると条てこらび
ろ凝� n計 の もおあの 2間軸地れ ω 、の1のれ西現
組灰芸期

に 岩 44に
組切立造
み 石 毛営

あを A さ
げ な tiれ

た ら ':: 1.こ
も ベ 為 2
のそ ヂカ
での午所

、上 戸の
下にで井
1 内ソ戸t主段法 」どが

分約f改
が1.9 � ;宣
残ffi.そさ

つののれ
てや内て
い や 側い
た 小に る

。さ 沈 。 S B327掘 立 柱建物第6図



枠
材
は
長

さ
約
M
m 、
幅
約
お
畑 、
厚

さ
約
9
m
で
あ
る。
井

戸
底
か
ら
は
多
量

の

土
器・
木
製
品
類
と
と

も
に
隆
平
永
宝

1
枚
を
検
出

し
た。

ま
た、
ω

肘N
芯
は
第

1
次
井

戸
枠
を
完
全
に
取
り

は
ず
し
、

新
ら

た
に

造
り
直
し

た
も
の
で

、
内
法
約

M
m

の
方
形
せ

い
ろ
組
木
枠

が
4
段
分
遺
存
し

て
い
た。
上
か
ら
3
段
分

の
枠
材

は
長

さ
M
m

、
幅
臼
m

、
厚

さ
8
m
位
で
あ
る
が

、
最
下
段

の
も
の
は

長
さ
約
μ

m
、

幅
約
m
m

、
厚

さ
約
9
m
で
大
き
く
、

古
い
枠
材
を
再
使
用
し

た
も
の

で
あ

っ
た。
こ
の
井

戸
の
底
に
近
レ

堆
積
土
中
か
ら

も
土
器
・

木
製

品
等
と
と

も
に

承
和田田
宝

1
枚

が
出
土

し
た。

な
お

、
調
査
地

域
西

端
に

あ
る

ω
欠ω

ω∞
で

は
、

第
2
次
井

戸
内

出
土
土
器
と
同

様
式

の
土
器

が

出
土

し
て
お
り

こ
の
期
の
遺
構

と
思

わ
れ
る。

な
お

、
第
5

平
城
宮
第
6
・

7
次
発
掘
調
査
概
要

第7図 S E272井戸

次
調
査
地
域

と
道
路
を
へ
だ

て
て
北
に
隣
接
す

る
地
域
で
は 、

現
状
変
更
申
請
に

よ
る
事
前

調
査

を
行
っ

た
が、
道
路
以
南
よ
り
高
く

な
る
地
山
面
上
に

な
ん
ら

の

遺
構

も
認
め
ら

れ
ず

、
ω
〉N

ωω
柵

も
こ
の
地
域

ま
で
続
か

な
い
こ
と

が
明
ら
か

に
な
っ

た。3 

遺

物

遺
物
は

、
木
簡・
屋
瓦
・

土
器
・

銅
銭・
鉄
器
・

漆
器
・

木
製
品
・

繊
維
製
品

.
自
然
遺

物
な

ど
が
あ
る。
匡
瓦
を

の
ぞ

く
大
部
分

は
2

カ
所

の
井

戸
と

ω
烈M
S

よ
り
出
土
し

た
も

の
で
あ
る。
ω

何
ω己
の
第

1
次
井

戸
底
検
出
遺

物
で
特
に
著

し

い
も
の
は
墨
書一
山」

が
認
め
ら

れ
る
木
簡
断
片

1
点

、
万
年
通
宝
・

神
功
開
宝

各

3
枚

、
木
製
人
形

1
点
で

、
そ
の
他
に
万
子・
錐・
横
櫛

や
須
恵
器
・

土
師
器
・

匡
瓦
等

が
出
土
し

た。
木
製
人
形

は
全
長
5・
Nn
g
、

幅N-An
B'

厚
さ0・品n

g
の

長
方
形

の
板
を
人
形
に
加
工

し
、

墨
で
眉
・
目・
鼻・
口
・

髭
を
描
き

、
両
眼
と

心
臓
部
に
木
釘

が
打
ち
込
ま

れ
て

い
る。
胴
部

の
両
面
に
墨
書
文
字

が
あ
る
が
判

読
で
き

な
い。
土
師
器
に

は
「
郁夫
所」
と
墨
書

の
あ
る
警

や
、

蔓
製

の
釣
手
を
有

す
る
婆

が
あ
る。
第

2
次
井

戸
底
で

は
、

木
簡

1
点

、
隆
平
永
宝

1
枚

、
木
製
陽

物
1
点

の
ほ
か
に
横
櫛・
曲

物
の
桶・
杓
子
等

の
木
製
容
器
類

や
合
子
形

の
漆
器

・
土
馬・
緑
軸
陶
器
・

須
恵
器
・

土
師
器
・

黒
色
土
器

な
ど

の
土
器
類

、
屋
瓦
類

及
び
モ
モ
・
カ
キ

の
種
子

な
ど

の
自
然
遺

物
が
出
土

し
た。

木
簡

は
短
冊
形

の
も
の
で

、
記
載

内
容

は
明
瞭
で

な
い
が

、
縫
殿
寮
に
属
す

る

「
御
ば
慰」

や
津
守
氏
古
系
図
に

あ
ら

わ
れ
る
「
津
守
貞
成」

な
ど

が
読
み
と

れ

る。
な
お

、
土
師
器
に
は
人
面
を
摘

い
た
皿

の
ほ
か

、
墨
書

の
あ
る
も
の
数
点

が

あ
る。
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ω
開N
芯

の
第

2
次

井
戸
枠

内
か

ら
は
承
和
昌
宝

1
枚

、
柄

の
完
存
す

る
鎌

と

錐
各
1
点

の
ほ
か
に
木
製
容
器
類

、
横
櫛

な
と
が
屋
瓦
・

土
器
類

と
と

も
に
出

土

し
た。ω

同日
ω∞
土

域
で

は
1

点
の
平
織
麻
布

と
と

も
に
施
軸
陶
器・
須
恵
器・

土
師

器
・

黒
色

土
器

な
ど
が
多
量

に
出

土
し
た。

以
上

の
よ

う
に

、
昭
和
初
年
度

の
発
掘

調
査
は

多
く
の
新
事
実
を
明

ら
か

に
し

た
が

、
特
に
注
目
す
べ
き
も

の
は

、
第

2
次

内
裏
推
定

地
に
お
け

る
回
廊
遺
構

の

存
在
と
官
街

地
域
に
お
け

る
第
E

期
遺
構
群

の
年
代
決
定
で
あ
る。
第

2
次

内
裏

推
定

地
中
央
荷

よ
り

に
は
方

約
おO

尺
の一
郭
が
掘
立

柱
の

回
廊

に
か

こ
ま

れ
て

存
す

る
こ
と
が
判
明

し
た。
こ
の

回
廊

は
、

平
安
宮

内
裏
に
お
け

る
春
輿
・

安
福

両
肢

に
い
た
る
回
廊

や
、

難
波
宮
跡

内
裏
推
定

地
で
発
掘
さ

れ
た
柵
列

と
位
置
的

に
類
似

し
て
い
る。
こ
の

回
廊
で
か

こ
ま

れ
た一
郭

の
性
格

の
解
明
は

、
今
後

の

調
査
に

待
た
ね
ば

な
ら
な
い
が

、
内
裏

内
の
建
物
の
配
置
に
関
す

る
知
見

を
よ

り

深
め
た

も
の
と
い
え

よ
う。

今
回

調
査
し
た
官
街

地
域
は

、
さ
き

に
第
5
次

調
査
に

お
い
て

出
土
し
た
木
簡

か
ら
宮

内
省
大
膳
職

の
所

在
地
と
推
定

し
た
地
区

の
南
半

に
あ
た
る。
今
回

の
調

査
で
ω

肘
ω戸
井
戸
か

ら
検
出

し
た
婆
に

あ
る
墨
書
銘
「
美
所」

は
、

こ
の
地
域

を
宮

内
省

の
食
料
関
係

の
官
街

の
所

在
地
と
す

る
推
定
を
さ

ら
に

裏付
け

る。

第
直

期
で

は
、

第
E

期
末
に
一
日一
放
棄

し
た
井
戸

を
改

造
し

、
再
使
用

し
て
い

る
こ

と
が
注
目
さ

れ
る。

こ
の
改

造
は

、
隆
平
永
宝

や
延
暦
8
年

の
住
吉
大
社
神

代
記

に
名
を
連
ね

た
津
守
和
麿

の
子

の「
津
守
貞
成」

の
名
を
記

し
た
木
簡

の
出

土

か
ら
み

て
、

平
安

時
代
初

期
に

お
こ
な
わ
れ
た

も
の
と
推
定
さ

れ
る。
こ
の
井
戸

の
改

造
を
伴
っ

た
第
頂

期
の
造
営
は
そ
の
土
盛

り
工
事

な
ど
か

ら
み

て
、

か
な

り

大
規
模

な
も

の
で
あ
っ

た
こ

と
が
う
か
が

わ
れ
る。
こ

L
で
想
起
さ

れ
る
の

は
、

平
城
上
皇

の
平
城
還
都

計
画

と
上
皇
御
所

の
造
営

で
あ
る。
今
回

の
調
査
で
平
安

時
代
初

期
に

お
け

る
第
盟

期
造
営

を
確
認

し
た

こ
と
は

、
文
献
史
料
か

ら
推
定
さ

れ
て
い
た
平
城
上
皇

に
関
連
す

る
平
城
宮
で

の
造
営
の一
端
を
遺
跡

の
上
で
明

ら

か
に

な
し
え

た
も

の
で
あ
る。

な
お

、
第
8
次

調
査

も
本
年
報
編
集

中
に
ほ
に
完
了

し
た
の
で

、
発
見
遺
構

の

概
略
を
付
記

し
て
お

く。

新
し

く
発
見

し
た
建
物
遺
構
は
叩

棟
で

、
す
べ

て
切
妻

造
り

で
あ

り
、

賄
を
も

つ
も

の
は
2
棟
の
み
で
あ
る。

ま
た

、
小
礎
石

と
掘
立

柱
と
混
用

し
た
2
棟
を

の

ぞ
い
て
ほ
か

は
す
べ

て
掘
立

柱
式

の
も

の
で
あ
っ

た。
こ
の

ほ
か
に

、
第
5

・
7

次
調
査
で

そ
の一
部
を
検
出

し
て
い
た
ω

回MOO-
ω

∞N
2
・

ω
回NHN
・

ω
∞

ωOA・
ω

∞
ω口
は

、
い
ず

れ
も

そ
の
規
模
が
判
明
し
、

ω
回MOO-

ω
回

ω弓
は

4

面
腐

、
ω

∞
NOH

は
南
北
2
面
腐

に
さ

ら
に

南
に
孫
賠
が

あ
る
こ
と
を
確
認

し
た。

こ
の
結
果

、
第
5

・
7
・
8
次
で
完
了

し
た
官
街

地
域
の一
部
で
は

計
約
加

棟
の

建
物
が
検
出
さ

れ
た
こ
と
に
な
る。
建

物
の
ほ
か
に

、
柵・

溝
・

土
塁
が

あ
る。

柵
ω

〉
ω宮
と
溝
ω

ロ
ロ∞

は
既

調
査
部
分

の
建

長
部
が
検
出
さ

れ
、

い
ず

れ
も

こ

の
官
街

地
域

を
東

西
・

南
北
に
貫
通

し
て
い
る。
土

塁
跡

は
調
査

地
域
東
北
隅
で

発
見

し
た
幅
3
m
ほ
ど

の
も

の
で

、
こ

の
官
街

地
域
の
東
限
を
劃
す

る
性
格
を
も

っ
遺
構

と
し
て
注
意
さ

れ
る。

(
権
本
亀
治
郎・
岡
田
茂
弘〉




